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1　21世紀 COEプログラムとマルチ言語版生活絵引編纂












































































には第 3巻を無事完成させることを優先させ，余力があれば第 4巻，第 5巻の編纂を行うことに計画
を変更した．3年目には第 3巻の検討も進み，秋にはキャプションのマルチ言語原稿も揃い，1巻と







　第 3巻の編纂の見通しが付いた 3年目の夏には，残り第 4巻と第 5巻の編纂準備に入った．まず分
量が多い本文の英語訳を若手研究者に着手して貰い，現在までにそれぞれの翻訳が行われ，編纂の検
討原案として蓄積された．研究班によるその本格的な検討は来年度に入ってからになる．
3　マルチ言語版刊行の意義　
　マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』の編纂刊行の意義は以下の諸点にあろう．
　第一に，絵引編纂という，日本で考えられた独創的な方式を世界に示し，世界的な規模で絵引の可
能性を考えて貰うための検討材料を提供したことである．日本語としては『絵巻物による日本常民生
活絵引』が刊行され，多くの研究者が座右において，それに親しみ，また恩恵を受けている．しか
し，日本語を解さない研究者には，『絵巻物による日本常民生活絵引』を手にしてもその独特の方式
を理解することはできないであろう．マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』を手にするこ
とではじめて絵引という方式を理解できることになる．辞書編纂のために絵を描き，その絵に描いた
事項や部分について単語を示すという図解方式は欧米でも古くから行われている．しかしそれらは辞
書編纂のために必要な事項を新たに描いて，単語を示すものである．それに対して，絵引は過去に特
定の文化の中で描かれた絵画から特定の時代の特定の生活事象を引き出すものである．文書・記録の
ような文字資料から情報を獲得することは歴史研究の常識であるが，絵引は図像資料から情報を引き
出すものであり，この世界に類をみない独創的な方式を世界に示すことがマルチ言語版『絵巻物によ
る日本常民生活絵引』の最大の使命である．
　第二には，日本中世の生活文化を，日本研究者を超えて，広く理解できるように示したことであ
る．日本語を解する研究者であれば，『絵巻物による日本常民生活絵引』をひもとくことでそれは果
たせる．しかし，日本の生活文化に興味関心を有するが日本語を理解できない人々には，その意味す
るところは全く理解できない．マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』によって，はじめて
日本中世の生活文化を具体的に理解することができるようになる．十分に検討した結果として記され
ている本文とキャプションを読むことで，日本史上の事項について，日本語を知らなくても適切に理
解できるようになる．
　第三に，日本語と各言語が対照できるマルチ言語版を刊行したことで，生活文化に関する比較研究
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マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』編纂研究班の活動と成果
の材料を提供できたことである．マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』に収録された日本
語，英語，中国語，韓国語の対比的記載は，日本の事象を理解するための措置であるが，それぞれの
言語においてそれに対応する事物を引き出すことで，言語的に対照するだけでなく，具体的な事物を
対照させることができる．そのためには，言うまでもなく，それぞれの言語によるその文化を対象と
した生活絵引を編纂することが必要である．マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』の編纂
は，世界の様々な文化についての絵引が編纂されることを期待して，その呼び水の役割を果たすもの
である．近い将来，東アジアの諸地域において，あるいはヨーロッパにおいて，それぞれの文化が蓄
積している図像資料を対象にした絵引が編纂されることを期待したい．それが可能かどうかを編纂を
通して検討し，絵引という方式の普遍性を確認するための第一歩がこのマルチ言語版と言える．
4　第二期共同研究へ　
　第一期の共同研究は，『絵巻物による日本常民生活絵引』の第 3巻のみの編纂で終わったが，引き
続き編纂を進め，第二期では第 4巻と第 5巻の編纂を完了させ，全五巻のマルチ言語版『絵巻物によ
る日本常民生活絵引』をセットとして刊行することになるものと考えている．今までに刊行した第 1
巻，第 2巻，また今回刊行する第 3巻の内容について，これを手にして利用しようとした場合，種々
問題を感じ，あるいは疑問も生じるかと思われる．どうか忌憚のないご意見をお聞かせいただきた
い．
 （ジョン・ボチャラリ／福田アジオ）　
